
第二の創業を加速する

富士フイルム・富士ゼロックス新本社の構築

■今回の移転の概要■
富士フイルムグループは事業構造を転換し「第二の創業」を推進していくことが経営の最重要課題である。
その中でも富士フイルム・富士ゼロックスの連結経営を強化しグループ力を最大に発揮させるためには１人
１人が意識をかえ、アグレッシブにチャレンジできるワークプレイスの構築が必要不可欠となっていた。
‘０６年１０月富士フイルムホールディングスの設立に伴い、経営資源・人的資産・ナレッジを共有し会社を

超えた３社のシナジー効果を発揮するために本社機能を‘07.2月東京ミッドタウンに集約させた。現在3社あわ
せて約2000名が勤務をしている。

■ 移転の背景と３社のオフィスコンセプト

● コラボレーションCommunicationCommunication

SynergySynergy

“より戦略的なグループ経営の強化 ”

“時代をリードするオフィス環境の構築と働き方の追求 ”

移転の狙い

移転の狙い

コミュニケーション活性化支援機能の展開
・お客様と富士フイルムグループ
・富士フイルムと富士ゼロックス
・社員間、部門間。

コラボレーション支援機能の展開
・活発なコミュニケーションに基き
発生するコラボレーションの支援。

● コミュニケーション

● コモン ( 共有 )
同じ空間、情報の共有機能の展開
・富士フイルムグループのナレッジ、
人的資源の共有支援。

● シナジー
富士フイルムグループ3社の
結集によるシナジー効果の創出。

富士フイルムグループの「第2の創業」を加速させるワークプレイスの構築

CollaborationCollaboration

CommonCommon

■’06年10月 持株会社制に移行
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中期経営計画「VISION75」
富士フイルムグループ 経営上の最重要課題

連結経営強化によるグループ力の発揮

事業構造の転換。「第2の創業」への邁進を図る。’06年10月に持株会社制に移行。
富士ﾌｲﾙﾑﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社を設立。傘下にFFとFXの２大事業会社を配置。

富士フイルムホールディングス、富士フイルム、富士ゼロックスの
シナジー効果の創出

会社を超えた
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの活性化

3社の経営資源・ナレッジ・人的
資産を共有化し会社を超えた
有機的交流ができる環境を
目指す

ワークスタイルの変革
（生産性の向上）

3社が培ってきたｵﾌｨｽに関わ
る技術を活用し、機能的で最
先端のｵﾌｨｽﾓﾃﾞﾙを構築する

最先端の施設を備え、富士フイルムホールディングス、富士フイルム、富士ゼロックス
旧本社の中間点にあり、多くの企業が集まる東京ミッドタウンに新本社を設定。

共通化・効率化の推進

3社の企業文化は保ちながら
３社が持つｽﾍﾟｰｽやｵﾌｨｽｻｰ
ﾋﾞｽを可能な限り共通化し効
率化を推進する
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■ 移転ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ２年間の活動の経緯

・取締役会にて本社移転計画の承認

・10月社外発表（新聞）

・本社社員への移転発表説明と社員要望事項一次アンケートの実施

2004年9月～12月

2005年1月～3月

・1月両社総務部・三井不動産・日建設計との定例会議スタート

・2月両社総務部毎週定例会スタート

・3月両社人事部食堂開設に関する検討スタート

2005年4月～12月

・4月プロジェクトマネジメント先イリアの決定・分科会の立ち上げ

社長・本社役員現場視察

・6月各部門オフィス基本調査実施（現状把握開始）

・7月～8月オフィス人数・共通ルール基本仕様等の検討と一部確定

・9月各部門説明会を現地にて実施

・12月特殊階（共通会議応接ﾌﾛｱ・食堂・役員階）の間仕切り位置確定

2006年1月～12月

・1月～２月 先行工事に関する設備投資答申

・3月避難安全検証法における間仕切り/設備図面の承認

・4月～12月分科会における実務活動/12月最終ﾚｲｱｳﾄの確定

・10月 富士フイルムホールディングスの設立

2007年1月 富士ゼロックス・2007年2月 富士フイルム移転
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■ ３社の移転の体制と移転後のオフィス維持管理運営の体制

移転までの体制
移転後の体制

部門代表者

富士フイルム
ホールディングス（ＦＨ）

富士ゼロックス
ステアリング（ＦＸ）

富士フイルム
ステアリング（ＦＦ）

移転事務局
（総務）

新本社移転準備室
（総務）

定例会
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両社の総務同士が事務局となり定例会を開催したが2年間で約150回を超える会合となった。大半はお互いの企
業文化やオフィスへの考え方の違い・両社の強み弱みを理解した上で共通のファシリティスタンダードを策定す
ることに時間を費やした。移転後はオフィスサービスを担当する富士フイルムビジネスエキスパート、両社総務
同士が各社の課題を持ち寄り都度対応を図っている。また移転後８ヶ月経過時点で両社共通Ｐ．Ｏ．Ｅを実施。
寄せられている意見に対して‘08.1月現在フィードバックの方法や実際の対応について協議をおこなっている。

■ ミッドタウンウエスト棟のスタッキングと考え方

１Ｆ情報発信
富士フイルムグループを
社内外に発信する受付
象徴的なｴﾘｱ

3Fｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ
3社共用の会議・応接室

ﾌﾛｱ

4Fｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ
3社共用のｶﾌｪﾃﾘｱ・福利

厚生ｴﾘｱ

5F共通ｻｰﾋﾞｽ
3社のｵﾌｨｽｻｰﾋﾞｽを提供

するｵﾌｨｽｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

基準階ｵﾌｨｽ
3社共通のｵﾌｨｽｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ

による執務ﾌﾛｱ

１Ｆ情報発信
富士フイルムグループを
社内外に発信する受付
象徴的なｴﾘｱ

3Fｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ
3社共用の会議・応接室

ﾌﾛｱ

4Fｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ
3社共用のｶﾌｪﾃﾘｱ・福利

厚生ｴﾘｱ

5F共通ｻｰﾋﾞｽ
3社のｵﾌｨｽｻｰﾋﾞｽを提供

するｵﾌｨｽｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

基準階ｵﾌｨｽ
3社共通のｵﾌｨｽｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ

による執務ﾌﾛｱ

移転が決断された当初はそれぞれの会社が
同じ建物に入居するということが考えられて
いた。しかし両社の事務局によるディスカッ
ションにおいて３社のコラボレーションを展開
させグループシナジーを発揮できるために
「場」を共有することが決定された。

１Ｆ ＦＦ

２Ｆ ＦＦ

３Ｆ～７Ｆ
ＦＸ

８Ｆ～１３Ｆ
ＦＦ

１Ｆ情報発信フロア

２Ｆ情報発信フロア

３Ｆ～４Ｆ
ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝﾌﾛｱ

９Ｆ～１３Ｆ ＦＦ・ＦＨ

５Ｆ
ｵﾌｨｽｻｰﾋﾞｽ

５Ｆ ＦＸ

６Ｆ～８Ｆ ＦＸ

１Ｆ ＦＦ

２Ｆ ＦＦ

各社の部門同士を
同じフロアで配置

（ＦＦ総務の横にＦＸ
総務を配置）

３Ｆ～４Ｆ
ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝﾌﾛｱ

１Ｆ ＦＦ

２Ｆ ＦＦ

３Ｆ～７Ｆ
ＦＸ

８Ｆ～１３Ｆ
ＦＦ

１Ｆ情報発信フロア

２Ｆ情報発信フロア

３Ｆ～４Ｆ
ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝﾌﾛｱ

９Ｆ～１３Ｆ ＦＦ・ＦＨ

５Ｆ
ｵﾌｨｽｻｰﾋﾞｽ

５Ｆ ＦＸ

６Ｆ～８Ｆ ＦＸ

１Ｆ ＦＦ

２Ｆ ＦＦ

各社の部門同士を
同じフロアで配置

（ＦＦ総務の横にＦＸ
総務を配置）

３Ｆ～４Ｆ
ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝﾌﾛｱ

■ 富士フイルムグループのノウハウを活かした新たな取り組み

３社のｵﾌｨｽｻｰﾋﾞｽを出来る
限り共通化し提供するｵﾌｨ
ｽｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰとｵﾌｨｽｺﾝｼｪ
ﾙｼﾞｭの設置

放置ﾌﾟﾘﾝﾄをなくし、１ﾌﾛ
ｱ400名の広いｵﾌｨｽのセ
キュリティを強化するｾ
ｷｭﾘﾃｨﾌﾟﾘﾝﾄの導入

ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝを目指して社
員が実践している分別ﾘｻ
ｲｸﾙの場の設置（20分類）
とｸﾛｰｽﾞﾄﾞﾘｻｲｸﾙの採用
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